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井
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弘

　

よ
う
や
く
春
ら
し
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
に
く
ら
べ

て
雪
の
多
い
冬
で
し
た
。
そ
の
た
め

に
初
詣
を
予
定
し
て
い
た
人
た
ち
の

足
を
止
め
て
し
ま
い
、
参
拝
者
数
が

激
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
庭
木
の
枝

が
折
れ
た
り
倒
れ
た
り
し
て
、
多
く

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
何
か
し
ら
災
い
が
あ
り
、

私
た
ち
の
生
活
に
多
少
な
り
と
も
影

響
が
及
ぶ
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
私
た
ち
の
住
む
国
、
日
本

は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
私
は
い
つ
も
八
百
万
の

神
々
に
感
謝
し
て
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
の
今
頃

の
時
季
、
木
々
は
眠
り
か
ら
覚
め
て

本
格
的
な
芽
吹
き
に
む
け
、
準
備
中

で
あ
り
、
残
雪
の
山
に
住
む
動
物
た

ち
も
活
動
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
先

日
、
愛
犬
を
連
れ
て
、
自
宅
の
隣
に

あ
る
氏
神
様
へ
お
参
り
に
行
く
と
、

本
殿
前
の
階
段
に
大
き
な
狐
が
座
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
見
た
犬
は
猛
烈
に

追
い
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
狐
に
し

て
み
れ
ば
、
春
の
陽
気
を
楽
し
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
邪
魔
さ
れ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
一
昨
年
は
自
宅
の
庭
に

植
え
て
あ
る
柿
木
に
熊
が
登
り
、
柿

を
食
む
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

し
、
カ
モ
シ
カ
の
親
子
が
境
内
を
走

り
回
っ
て
い
る
姿
を
目
に
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
何
か
自
宅
の
庭
か

ら
氏
神
様
の
境
内
に
か
け
て
動
物
園

に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
こ
こ
数
日

は
裏
山
か
ら
小
鳥
た
ち
が
下
り
て
き

て
、
櫨
の
実
を
食
み
は
じ
め
ま
し
た
。

植
木
鉢
の
薮
橘
花
の
赤
や
黄
の
実
も

小
鳥
た
ち
に
よ
っ
て
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
風
景
に
遭
遇
し
ま
す

と
神
妙
な
気
持
ち
に
な
り
、
神
々
の

姿
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
え
て
き

ま
す
。
こ
れ
が
自
然
と
い
う
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

櫨
の
実
や
薮
橘
花
の
実
は
、
小
鳥

の
お
腹
を
通
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
芽

の
条
件
が
整
い
ま
す
。
野
に
咲
く
雑

草
の
中
に
は
一
粒
の
種
子
の
重
さ
が

子
孫
の
繁
栄
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
も
あ
る
そ
う
で
す
。
自
然
の
な
か

で
は
動
植
物
す
べ
て
が
生
き
る
知
恵

を
持
っ
て
い
ま
す
。
誰
に
教
え
ら
れ

た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
合
理
的
に

生
き
て
い
ま
す
。
自
分
ひ
と
り
で
生

き
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

て
、
無
意
識
の
う
ち
に
相
互
扶
助
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の

中
で
気
付
か
ず
に
い
る
こ
と
が
「
自

然
の
摂
理
」
と
い
う
形
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。「
僕
ら
は
み
ん

な
生
き
て
い
る…

」
と
い
う
歌
詞
が

あ
り
ま
す
が
、
実
は
「
僕
ら
は
み
ん

な
生
か
さ
れ
て
い
る…

」
と
歌
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
昨

今
、
環
境
破
壊
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

日
常
生
活
の
中
で
「
自
然
の
摂
理
」

を
も
っ
と
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

現
状
か
ら
の
早
い
回
復
が
可
能
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

慌
し
い
毎
日
の
生
活
を
送
っ
て
い

は
ぜ

せ
ん
り
ょ
う

る
と
目
先
の
こ
と
だ
け
に
神
経
が
集

中
し
、
他
は
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
然
の
摂
理
（
営
み
）
が
私

た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
私
た
ち
の
祖

先
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、

理
解
し
て
い
た
の
か
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
神
社
と
い
う
こ
と

か
ら
考
え
ま
す
と
、
一
つ
言
え
る
の

は
自
然
の
力
と
人
間
の
力
の
差
が
あ

ま
り
に
大
き
い
こ
と
を
強
く
感
じ
、

偉
大
な
自
然
神
と
し
て
村
内
に
祀
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
以
後
、

長
き
に
わ
た
り
「
氏
神
」
と
「
氏
子
」

と
い
う
関
係
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

近
頃
は
人
間
の
驕
り
か
ら
か
、
社
会

が
変
容
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
が

滅
茶
苦
茶
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
ろ
そ
ろ
人
間
本
来
の
姿
、
神

様
か
ら
教
え
ら
れ
た
生
き
方
を
思
い

出
し
て
、
日
々
の
生
活
を
送
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

森
羅
万
象
、
生
き
と
し
生
け
る
も

の
す
べ
て
を
尊
重
し
、
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
毎
日
を
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
。
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元
節
祭

祭　

事　

暦

　

去
る
二
月
三
日
午
後
三
時
よ
り
氏

子
・
崇
敬
者
約
五
十
名
参
列
の
も
と

「
節
分
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
に
つ
づ
き
神
楽
「
剣
の

舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、
宮
司
以
下
神
職
・

巫
女
が
福
桝
を
手
に
「
福
は
内
、
鬼

は
外
」
の
掛
け
声
で
豆
を
撒
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
年
も
祭
典
に
先
立
ち
、

「
高
瀬
保
育
所
」

に
巫
女
が
出
向

き
、園
児
に「
福

豆
」
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

去
る
二
月
十
一
日
午
前
十
時
よ
り

「
紀
元
節
祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
神
武

天
皇
の
御
威
徳
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

し
た
。

　

宮
司
祝
詞
奏
上
の
後
、「
紀
元
節
」

を
奉
唱
し
、「
福
野
松
風
会
（
会
長

山
口
正
明
）」
会
員
二
十
二
名
に
よ

る
吟
詠
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

（
奉
納
曲
）

○
御
本
社

「
新
年
雪
裏
の
梅
花
に
賦
す
」

 

（
有
智
子
内
親
王
）

「
春
夜
洛
城
に
笛
を
聞
く
」 （
李
白
）

「
壇
の
浦
夜
泊
」
（
木
下
犀
潭
）

「
春
夜
」
（
蘇
軾
）

「
花
朝
澱
江
を
下
る
」 （
藤
井
竹
外
）

「
春
日
村
行
」
（
木
村
岳
風
）

「
春
日
の
作
」
（
新
井
白
石
）

○
功
霊
殿

「
芳
野
」
（
藤
井
竹
外
）

「
弘
道
館
に
て
梅
花
を
賞
す
」

 

（
徳
川
斉
昭
）

　

今
年
一
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る

「
祈
年
祭
」
が
、
去
る
二
月
十
七
日

午
前
十
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞
奏
上
、
神
楽
「
浦
安

の
舞
」
に
つ
づ
き
、
本
年
も
「
岳
風

流
井
波
松
風
会
（
小
橋
外
喜
雄
会

長
）」
会
員
に
よ
り
吟
詠
の
奉
納
が

あ
り
ま
し
た
。

　

氏
子
・
農
業
関
係
者
約
三
十
名
の

参
列
者
は
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
、
誠

心
を
捧
げ
ま
し
た
。

（
奉
納
曲
）

　
「
天
」（
明
治
天
皇
御
製
）

　
「
神
州
」（
乃
木
希
典
）

　

去
る
三
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
、

寺
西
孝
志
南
砺
市
消
防
署
井
波
庄
川

出
張
所
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
二

十
名
参
列
の
も
と
「
鎮
火
祭
」
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
特
設
の
斎
場
で
は
、
本
殿
に

て
熾
さ
れ
た
「
忌
火
」
で
薪
木
が
燃

や
さ
れ
、
松
平
信
隆
南
砺
市
消
防
団

井
波
方
面
団
第
五
分
団
長
以
下
団
員

が
火
具
（
水
・
砂
・
川
菜
）
で
鎮
火

行
事
を
行
い
、
今
年
一
年
の
無
火
災

を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

節
分
祭
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近
年
は
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
た
穏
や

か
な
正
月
で
し
た
が
、
本
年
は
年
末

か
ら
寒
波
が
襲
来
し
、
雪
の
舞
う
正

月
を
迎
え
ま
し
た
。
元
日
未
明
は
猛

吹
雪
の
荒
天
、
二
日
以
降
も
雪
が
降

り
続
き
、三
が
日
は
約
十
五
万
人（
昨

年
二
十
万
人
）
の
人
出
で
し
た
。

　

悪
天
候
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
本
年
も
大
勢
の
参
拝
者
が
一
宮

詣
さ
れ
、
ま
た
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
、
事
故
も
な
く
初
詣
行
事

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
末
の
十
二
月
二
十
三
日
に
は
、

「
天
長
節
祭
」
に
併
せ
「
初
詣
巫
女

認
証
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
七
十

名
の
高
校
生
を
中
心
と
し
た
奉
仕
巫

女
さ
ん
た
ち
は
、
寒
さ
厳
し
い
中
に

も
、
清
々
し
く
参
拝
者
を
お
迎
え
し

て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
初
詣

一
月
三
日
、「
福
野
糸
瓜
句
会
」（
梅
島
く
に
を
会
長
）
に
よ
る
初
詣

句
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

雪
重
り
し
て
御
手
洗
へ
枝
撓
む　
　
　
　
　

梅
島
く
に
を

一
礼
を
返
し
て
ひ
と
り
彫
り
初
め　
　
　
　

若
土　

白
羊

初
明
り
散
居
の
天
地
展
げ
け
り　
　
　
　
　

成
瀬　

雄
達

大
灯
籠
昼
を
灯
し
て
三
日
か
な　
　
　
　
　

富
川　

敬
三

ひ
と
彫
り
に
ひ
と
息
か
け
て
初
仕
事　
　
　

宇
波
可
津
志

御
手
洗
に
新
年
の
杓
光
り
お
り　
　
　
　
　

名
村　

五
月

お
祓
ひ
の
福
鈴
に
あ
る
淑
気
か
な　
　
　
　

岩
城　

未
知

一
望
の
た
ゞ
真
白
な
る
初
景
色　
　
　
　
　

三
宅　

静
枝

還
暦
と
傘
寿
の
母
子
明
け
の
春　
　
　
　
　

岩
倉　

幸
子

六
段
の
調
べ
も
あ
ら
た
初
詣　
　
　
　
　
　

高
桑　

昌
女

楪
の
葉
叢
に
ひ
そ
む
初
雀　
　
　
　
　
　
　

森
松　

和
子

山
脈
に
と
ど
ろ
く
神
鼓
初
社　
　
　
　
　
　

野
原
す
み
子

新
玉
の
雪
の
浄
め
る
大
社　
　
　
　
　
　
　

竹
部　

時
夫

初
詣
南
冥
の
戦
友
偲
び
け
り　
　
　
　
　
　

新
井
ま
さ
を

し
ん
し
ん
と
雪
積
む
下
の
遺
跡
か
な　
　
　

北
川　

越
草

餅
花
の
添
へ
ら
れ
て
あ
る
投
句
箱　
　
　
　

北
川　

秀
子

五
・
七
・
五
句
帳
に
遊
び
老
の
春　
　
　
　

森
田　

桂
子

余
生
な
ほ
祈
願
の
一
事
初
詣　
　
　
　
　
　

新
山　

武
子

賀
状
来
ぬ
無
沙
汰
の
友
に
心
病
む　
　
　
　

福
島　

秋
子

姪
嫁
ぐ
寿
書
き
て
筆
始　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
春
子

笑
顔
添
へ
初
髪
の
巫
女
お
神
酒
注
ぐ　
　
　

三
浦　

葉
子

一
と
こ
ろ
昭
和
息
づ
く
年
の
市　
　
　
　
　

窪
田　

悦
子

黙
々
と
産
土
神
へ
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
東
洋
子
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参

拝

日

誌

抄

参

拝

日

誌

抄

参

拝

日

誌

抄

（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
〜
平
成
二
十
二
年
二
月
）

（
敬
称
略
）

「
十
二
月
」

四
日

　

平
成
二
十
二
年
初
詣
打
合
せ
会

 

（
初
詣
安
全
祈
願
祭
）

五
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部
（
例
会
）

六
日

　

さ
と
い
も
お
は
ぎ
茶
会

二
十
三
日

　

初
詣
巫
女
認
証
奉
告
祭

「
一
月
」

一
日責

任
役
員　

藤
井
義
雄

高
瀬
区
長　

豊
川
修
一

南
砺
市
消
防
団
井
波
方
面
団

砺
波
市
消
防
団
庄
川
方
面
隊

砺
波
市
消
防
団
庄
下
分
団

砺
波
市
消
防
団
中
野
分
団

㈱
ド
ラ
ッ
グ
フ
ジ
イ

　
　

社
長　

藤
井　

均

㈲
棚
田
建
設

㈱
姫
野
精
工
所

㈲
石
田
自
動
車
内
張　

二
日砺

波
市
消
防
団
柳
瀬
分
団

砺
波
市
消
防
団
太
田
分
団

境
自
動
車
㈱
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
ザ
ム
砺
波

根
尾
建
設
㈱

信
栄
金
型
㈱

㈱
鞍
田
組

成
和
建
設
㈱

成
建
運
輸
㈱

高
岡
石
産
㈱

成
和
興
産
㈱

㈳
と
な
み
青
年
会
議
所

三
日㈱

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン

　
　

会
長　

西
田
東
作

㈱
越
路
ガ
ー
デ
ン

㈱
山
崎

㈱
シ
バ
タ
建
築
設
計
事
務
所

福
野
糸
瓜
句
会

福
光
運
輸
㈱

今
井
重
機
建
設
㈱

㈲
佐
々
木
運
輸

㈱
東
砺
倉
庫
富
山
営
業
所

若
鶴
酒
造
㈱

㈱
御
菓
蔵

四
日米

原
商
事
㈱

若
林
遺
族
会

川
田
工
業
㈱

得
能
建
設
工
業
㈱

砺
波
信
用
金
庫

㈲
才
川
造
園
土
木

北
陸
電
気
工
事
㈱
と
な
み
野
工
事
所

川
田
建
設
㈱

和
光
商
事
㈱

丸
一
工
業

㈲
マ
ツ
イ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
な
み
観
光
交
通
㈱

庄
川
興
業
㈱

㈱
沖
田
組

中
島
商
事
㈲

㈱
環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス
庄
川
営
業
所

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱

イ
ル
カ
交
通
㈱

高
陵
タ
ク
シ
ー
㈱

第
一
産
業
㈱

㈱
浅
野
観
光

㈶
北
陸
電
気
保
安
協
会

　
　
　
　
　
 

と
な
み
野
事
務
所

笹
嶋
工
業
㈱

中
越
ス
ー
プ
㈱

㈱
北
陸
銀
行
井
波
支
店

㈱
北
國
銀
行
砺
波
支
店

㈱
富
山
第
一
銀
行
井
波
支
店

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

㈱
五
郎
丸
屋

東
砺
運
輸
㈱
富
山
営
業
所

戸
出
運
輸
㈱

㈱
昭
電
北
陸
支
店

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
福
光
支
部

サ
ク
ラ
交
通
㈱

㈲
昭
信
機
工

㈱
な
ぎ
さ
交
通

㈱
北
陸
銀
行
庄
川
支
店

ユ
ー
シ
ン
建
設
㈱

日
本
板
硝
子
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱ 

 

北
陸
セ
ン
タ
ー

た
ち
建
設
㈱

た
ち
建
設
運
輸
㈱

㈱
創
和
開
発

㈱
ヰ
セ
キ
北
陸
砺
波
営
業
所

㈱
橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

㈱
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

　
 

庄
川
営
業
所

五
日セ

ン
ダ
ン
電
子
㈱

㈱
藤
井
組

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ア
ス
コ
ン
㈱

㈱
横
川
組

㈲
清
水
重
建

石
黒
自
動
車
工
業
㈱

森
田
建
設
㈱

第
一
交
易
㈱

木
村
産
業
㈱

㈱
ジ
ャ
ス
ト
・
ド
ゥ
・
イ
ッ
ト

吉
井
工
業
㈱

㈱
神
能
工
務
店

大
建
工
業
㈱
住
機
製
品
事
業
部

井
波
大
建
工
業
㈱

㈱
佐
藤
渡
辺
砺
波
営
業
所

サ
ン
エ
ー
建
工
㈱

松
本
建
設
㈱
（
砺
波
市
）

㈲
中
元
組

第
一
レ
ン
タ
ル
㈱

第
一
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
㈱

第
一
ト
ラ
ス
ト
㈱

㈲
第
一
ワ
ー
ク
ス

梅
本
建
設
工
業
㈱

第
一
編
物
㈱

㈱
エ
イ
ゼ
ッ
ト

第
一
交
易
㈱
安
全
互
助
会

㈱
得
能
組

清
沢
造
園
㈱

パ
ナ
ソ
ニッ
ク
エ
レ
ク
ト
ロニッ
ク

　
 

デ
バ
イ
ス
ジ
ャ
パン
㈱

形
川
斫
工
業

㈲
シ
ョ
ウ
エ
イ
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㈱
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

日
ビ
ル
商
事
㈱

㈱
リ
ペ
ア

㈱
斉
藤
組

大
當
興
業
㈱

㈲
窪
田
農
産

丸
七
商
事
㈱
富
山
営
業
部

㈱
喜
八
食
品

ホ
ク
リ
ク
住
材
㈱

ヒ
ダ
技
研
㈱

中
山
工
業
㈱

㈱
フ
ァ
ブ
リ
カ
セ
ン
イ

㈱
松
本
土
建

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　
 

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

東
レ
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
㈱
井
波
工
場

米
原
商
事
㈱
整
備
セ
ン
タ
ー
砺
波
工
場

山
ワ
建
設
工
業
㈱

㈱
ビ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー
石
崎

大
輝
設
備

日
本
通
運
㈱
砺
波
支
店

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱

さ
さ
ら
屋
福
光
本
店

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱

　
　
　
　
　

さ
さ
ら
屋
本
店
工
場

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱
本
社
工
場

六
日㈲

森
田
電
気
商
会

砺
波
重
機
㈱

タ
カ
ハ
タ
工
業
㈱

片
山
工
業
㈱

㈱
鶴
弥
丸
福
支
店

北
陸
電
力
㈱
と
な
み
野
営
業
所

北
陸
電
力
㈱
利
賀
営
業
分
所　

㈱
北
陸
電
力
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

　
 

と
な
み
野
営
業
所

上
田
工
業
㈱

宗
景
造
園

㈱
砂
土
居
造
園

㈱
富
山
ク
ボ
タ
戸
出
営
業
所

㈱
高
清
組

三
栄
自
動
車
工
業
㈱

㈱
砺
波
中
央
観
光
バ
ス

津
田
工
業
㈱
富
山
工
場

㈲
フ
ァ
ー
ム
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
福
光

笹
谷
工
業
㈱

㈱
福
光
石
工

㈱
寺
田

米
原
商
事
㈱
レ
ッ
カ
ー
事
業
部

 

砺
波
営
業
所

㈱
富
山
ク
ボ
タ
南
砺
営
業
所

㈱
富
山
ク
ボ
タ
高
岡
南
営
業
所

㈱
富
山
ク
ボ
タ
井
波
営
業
所

普
明
会
教
団
福
野
支
部

七
日㈲

拓
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

市
堰
建
工
㈱

㈱
神
下
組

大
和
リ
ゾ
ー
ト
㈱

　
　
　
　

砺
波
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

㈲
さ
つ
き
堂

八
日㈱

ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク
富
山
工
場

飯
田
石
材
㈱

コ
マ
ツ
N
T
C
㈱

㈱
デ
ィ
エ
ス
ケ
イ

ト
ヤ
マ
機
工
㈱

九
日

　

普
明
会
教
団
高
岡
支
部

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
し
ょ
う
ず
ん
だ

十
日

　

ト
ナ
ミ
運
輸
㈱
砺
波
支
店

十
一
日

富
山
県
神
社
庁

　
　

録
事　

松
尾　

樹

辻
建
設
㈱
南
砺
支
店

辻
建
設
㈱
災
害
防
止
対
策
協
会

　
 

南
砺
支
部

十
二
日

射
水
神
社　

宮
司　

松
本
正
昭

日
枝
神
社　

宮
司　

平
尾
旨
明

陸
上
自
衛
隊
富
山
駐
屯
地

協
立
ア
ル
ミ
㈱
本
社
工
場

協
立
ア
ル
ミ
㈱
井
口
工
場

㈱
高
桑
工
務
店

㈱
高
桑
工
務
店
桑
栄
会

越
中
井
波
八
乙
女
風
神
太
皷

十
三
日

　

雄
山
神
社
前
立
社
壇

　
　
　

宮
司　

佐
伯　

勉

　

伏
木
神
社　

宮
司　

尾
崎
定
輝

十
四
日

　

富
山
縣
護
国
神
社

　
　
　

宮
司　

栂
野
守
雄

十
五
日

　

南
砺
市
遺
族
会
井
波
支
部

　

石
畠
㈱

十
六
日

　

高
宝
会

十
七
日

　

立
正
佼
成
会
高
岡
教
会

二
十
日

　

石
黒
建
設
㈱
北
陸
支
社

　

富
山
石
黒
会

二
十
一
日

　

岐
阜
県
神
社
庁
各
務
原
支
部

　
　
　

支
部
長　

浅
野
義
一

 

以
下　

二
一
〇
名

　

㈱
中
村
組

二
十
二
日

　

神
明
大
一
社　

宮
司　

吉
田　

稔

 

　

以
下
一
七
九
名

二
十
三
日

富
山
県
神
社
庁

　
　

主
事
補　

林　

英
樹

福
光
急
便
㈱

福
光
産
業
㈱

二
十
四
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部
（
新
年
例
会
）

　

三
五
教
富
山
主
会

二
十
六
日

　

佐
波
八
幡
神
社

　
　

宮
司　

大
嶋
照
久

 

　

以
下
三
十
六
名

「
二
月
」

一
日

　

富
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合
南
砺
支
部

五
日

　

熱
実
山

二
十
一
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部
（
例
会
）

二
十
六
日

　

大
阪
つ
か
さ
会　

十
一
名

※
一
月
一
〜
三
日
の
初
詣
団
体
参
拝
に
つ

き
ま
し
て
は
予
約
参
拝
を
さ
れ
ま
し
た
方

を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
尚
、

誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
社
務
所
ま
で
お

申
し
付
け
下
さ
い
。
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髙
瀨
神
社
で
は
年
間
約
六
十
の

祭
典
・
行
事
が
あ
り
、
例
祭
、
祈

年
祭
、
新
嘗
祭
の
三
大
祭
を
は
じ

め
、祈
年
穀
祭（
特
殊
神
事
）な
ど
、

稲
作
・
農
業
に
深
く
関
わ
る
お
祭

り
が
毎
年
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま

す
。
そ
の
稲
作
に
関
係
す
る
神
事

の
中
で
、「
米
穀
祭
」
と
い
う
お

祭
り
が
、
終
戦
ま
で
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
米
穀
祭
」
と
は
、
農
家

や
農
業
関
係
者
が
感
謝
の
赤
誠
を

神
前
に
奉
告
し
、
当
神
社
の
神
饌

田
（
神
様
に
お
供
え
す
る
米
を
作

る
田
圃
）
を
中
心
に
、
砺
波
産
米

の
改
良
と
向
上
と
を
祈
願
し
て
行

わ
れ
た
お
祭
り
で
す
。

　

昭
和
十
二
年
四
月
二
十
日
、
は

じ
め
て
行
わ
れ
た
お
祭
り
に
は
、

約
二
千
名
が
参
列
し
、
祭
典
終
了

後
に
は
産
米
改
良
功
労
者
の
表
彰

式
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内

で
は
砺
波
産
米
改
良
協
会
（
昭
和

十
一
年
九
月
二
十
一
日
、
出
町
郡

公
会
堂
に
て
創
設
）
に
よ
る
、
約

二
千
点
に
及
ぶ
お
初
穂
米
の
「
大

品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
、
社
頭
は

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
当
時
、

二
千
点
の
米
の
品
評
会
は
全
国
で

も
珍
し
く
、
境
内
に
は
仮
小
屋
を

建
て
る
な
ど
、
大
掛
か
り
な
準
備

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
春
晴
れ
の
下
、
境
内
で

は
奉
納
余
興
も
行
わ
れ
、
盛
儀
に

「
米
穀
祭
」
を
終
え
た
よ
う
で
す
。

　
　
（
権
禰
宜　
長
谷
川
宏
幸
記
）

シ
リ
ー
ズ

④

「
米
穀
祭
の
こ
と
」

献
穀
田
の
こ
と

　

本
年
も
井

波
地
域
中
核

農
業
士
協
議

会
（
松
井
俊

明
会
長
）
に

よ
り
「
髙
瀨

神
社
献
穀

田
」
を
ご
奉

仕
い
た
だ
き
ま
す
。

　

奉
耕
者
が
水
野
敬
一
氏
に
決
定

し
、
去
る
三
月
二
十
六
日
に
種
籾

の
清
祓
式
が
行
わ
れ
、
南
砺
市
坪

野
の
水
田
で
耕
作
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
二
日
に「
御
田
植
祭
」

九
月
中
旬
に
「
抜
穂
祭
」
が
斎
行

さ
れ
、
収
穫
さ
れ
た
初
穂
は
十
一

月
二
十
三
日
の
「
新
嘗
祭
」
で
御

神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
ほ
か
、
伊

勢
の
神
宮
に
「
初
穂
米
」
と
し
て

奉
納
さ
れ
ま
す
。

（
本
年
奉
耕
者
）

米　穀　祭

品評会の風景

境内の様子

水
野
敬
一
氏

南
砺
市
坪
野
在
住
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全
国
一
の
宮
会
の
こ
と

　

去
る
二
月
二
十
六
日
、
陸
奥
一
宮

志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
（
宮
城
県
塩

釜
市
鎮
座
）
に
お
き
ま
し
て
、「
全

国
一
の
宮
会
（
会
長
飯
田
清
春
真
清

田
神
社
宮
司
）
役
員
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

正
式
参
拝
に
つ
づ
き
、
川
上
昌
親

副
会
長
（
鹿
児
島
神
宮
宮
司
）
が
議

長
と
な
り
予
算
決
算
が
協
議
さ
れ
、

ま
た
来
る
八
月
三
日
北
海
道
神
宮
に

於
い
て
開
催
さ
れ
る
「
平
成
二
十
二

年
度
総
会
」
の
日
程
が
決
定
し
ま
し

た
。

役
員
会
開
催

　

去
る
三
月
二
十
三
日
よ
り
二

十
七
日
に
か
け
て
、
加
賀
一
宮

白
山
比
咩
神
社
（
石
川
県
白
山

市
鎮
座
）
に
お
き
ま
し
て
、
浪

速
神
楽
講
習
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
は
長
谷
川
権
禰
宜
、
南

部
・
藤
井
両
巫
女
が
受
講
し
、

津
守
神
社
（
大
阪
市
西
成
区
鎮

座
）
宮
司
今
江
隆
道
先
生
の
指

導
の
も
と
、「
鈴
扇
の
舞
」「
四

方
拝
の
舞
」「
劔
の
舞
」「
胡
蝶

の
舞
」
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

四
月
一
日
よ
り
祭
典
及
び
団

体
参
拝
時
に
御
神
前
で
奉
奏
さ

れ
ま
す
。 必

勝
祈
願

浪
速
神
楽
講
習
会

　

新
た
な
年
明
け
と
と
も
に
開
催

す
る
新
春
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
は

今
年
も
盛
大
に
幕
を
明
け
ま
し

た
。

　

毎
年
、
幕
開
け
と
同
時
に
多
数

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
新
春
ブ
ラ

イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
な
の
で
す
が
、
降

り
続
く
雪
の
影
響
で
少
し
寂
し
い

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
十
三
時
、
十

四
時
は
初
詣
の
賑
わ
い
と
と
も
に

フ
ェ
ア
へ
の
ご
来
場
者
も
増
え
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
試
着
コ
ー

ナ
ー
は
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
と
な

り
ま
し
た
。

　

初
詣
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆

様
の
「
和
み
の
場
」「
憩
い
の
場
」

と
し
て
の
ご
利
用
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

お
足
元
の
悪
い
中
、
フ
ェ
ア
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

髙
瀨
神
社
は
越
中
一
宮
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
毎
月
一
の
付
く
日
に

は
一
宮
フ
ェ
ア
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

神
前
式
に
つ
い
て
、
儀
式
の
意

味
や
美
し
い
身
の
こ
な
し
、
正
し

い
作
法
な
ど
を
お
伝
え
す
る
フ
ェ

ア
で
す
。

　

午
後
一
時
・
二
時･

三
時
と
三

回
行
い
ま
す
が
、
ご
予
約
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

社
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

新
春
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

一
宮
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

結
婚
式
場
だ
よ
り

結
婚
式
場
だ
よ
り

結
婚
式
場
だ
よ
り



http://www.takase.or.jp/

第25号平成22年4月1日 越 中 一 宮

9

○
「
干
支
（
寅
）
鈴
緒
」

　

南
砺
市
井
波

　
　
　

南
部　

白
雲 

殿

　

平
成
二
十
二
年
一
月
一
日

○
「
真
榊
五
色
」

　

南
砺
市
高
瀬

　
　
　

大
和　

秀
夫 

殿

　

平
成
二
十
二
年
一
月
一
日

○
額
「
禮
」

　

茨
城
県
筑
西
市

　
　
　

鈴
木　

寿
興 

殿

　

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日

　

古
く
な
っ
た
日
本
人
形
や
ぬ
い
ぐ

る
み
に
感
謝
し
、
お
炊
き
上
げ
を
す

る
「
人
形
感
謝
祭
」
は
左
記
の
通
り

斎
行
い
た
し
ま
す
。

・
日　

時

　
　

七
月
十
八
日
（
日
）

　
　

午
前
十
時
よ
り

・
受　

付

　
　

午
前
九
時
よ
り
十
時
ま
で

　
　

※
当
日
の
み
受
付

・
初
穂
料

　
　

社
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

祭
典
に
あ
わ
せ
、「
第
十
回
人
形

展
」
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

ご
案
内

【
表
紙
写
真
】

　

本
殿
前
庭
に
咲
く　
　

　
　
「
雪
柳
」（
ゆ
き
や
な
ぎ
）

編
集
後
記

　

白
山
比
咩
神
社
で
開
催
さ
れ
た
「
浪
速

神
楽
講
習
会
」
に
職
員
三
名
が
参
加
し
、

舞
・
笛
・
太
鼓
を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
「
胡
蝶
の
舞
（
吾
妻
）」
は
巫
女
が

二
枚
の
扇
を
用
い
て
舞
う
特
殊
な
神
楽
舞

で
、
当
神
社
で
は
初
め
て
取
り
入
れ
ま
し

た
。四
月
よ
り
祭
典
で
奉
奏
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
積
み
重
ね
研
鑽
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第
十
一
回

第
十
一
回 

人
形
感
謝
祭

人
形
感
謝
祭

第
十
一
回

第
十
一
回 

人
形
感
謝
祭

人
形
感
謝
祭

第
十
一
回 

人
形
感
謝
祭

奉　

納

奉　

納

奉　

納

奉　

納

奉　

納

腹
帯
の
お
祓
い
を
行
い
ま
す
の
で

ご
持
参
下
さ
い
。

四
月
六
日
・
十
八
日
・
三
十
日

五
月
十
二
日
・
二
十
四
日

六
月
五
日
・
十
七
日
・
二
十
九
日

戌
の
日（
安
産
祈
願
）

戌
の
日（
安
産
祈
願
）

い
ぬ

　
「
大
祓
」
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半
年

に
一
度
祓
い
落
と
し
て
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く
半

年
も
健
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
願
う
神
事
で
す
。

　

拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
が
奏
上
さ
れ
、
各
人
が
「
人
形
」
に

罪
穢
を
移
し
、特
に「
夏
越
の
大
祓
」は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た「
茅

の
輪
」
を
く
ぐ
り
、
心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る
た
め
の
大
切
な
神
事
で
す
。
ど

う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
て
お
り
ま

　

す
の
で
、
社
務
所
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

日
時　

六
月
三
十
日（
水
）
午
後
三
時
よ
り

「
平
成
二
十
二
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

「
平
成
二
十
二
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

お　

な　

ま　

え

生

年

月

日
な　
ご
し　
　
お
お
は
ら
え

ひ
と
が
た
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幸せな貴女をなおいっそう輝かせる
ブライダルコスチューム

ブライダルサロン

高岡店
高岡市大手町2-18（定塚町通り） 

TEL（0766）24-4114

富山店
富山市西中野本町9-6（西中野電停前）

TEL（076）425-8733

●
常
念
寺

大和●
オタヤ通り

宝
塚
町
通
り

大
仏
通
り 

坂
下
町
通
り

末
広
町
通
り

高
の
宮
通
り

桜馬場通り

←公園

高岡駅

★

発
行
日　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
人　

浦　

泰　

宏　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

7月6月5月

会場見学会
9時～16時

平日相談会
10時～16時

プチフェア
10時～16時

少人数お食事会相談会

絆結フェア
10時～16時

 S M T W T F S
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30

 S M T W T F S
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31

 S M T W T F S
     1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31

　一の宮フェア
13時・14時・15時

要予約要予約

時 時 時数お食事会相談会1013時 14時 15時

ブライダルフェア
10時～17時午前のみ和装体験

14時～模擬式

新設

結婚準備コーナー結婚準備コーナー結婚準備コーナー

きずなむすび




